
一之宮町まちづくり協議会では、設立記念事業として臥龍

桜をテーマに「まち協」講演会「臥龍桜を語る」を１月２５

日に飛騨位山文化交流館で開催しました。

講師は、臥龍桜日本画大賞展の創設に関わり、平成２年の

第１回から今年度第２５回まで審査員を務めてみえる画家の

伊藤嘉晃先生と、平成３年の台風で大きな被害を受けた臥龍

桜の再生に務められた岐阜大学名誉教授の林進先生です。

講演会には６０人が参加し、両先生の話に耳を傾けていま

した。

講演会は２部構成で行われ、第１部は両先生の講演、２部

は両先生による対談形式で行われました。

偶然高山に来て臥龍桜に出会

いデッサンを描いた学生時代の話から始

まり、平成元年に２度目のデッサンを描

いて、そこで当時の村長から、「村の歴

史を作る」ために相談を受けたことなど

を紹介。それをきっかけに臥龍桜大賞展

が始まり、いまや全国的にも注目されている事業になったこ

とを話されました。また、保存されているたくさんの作品を、

芸術・文化・歴史の総合的な美術館のような施設で展示でき

ないかとも提案されました。

平成３年の台風で被害を受けた臥龍桜を前にみんなが呆然

としている中、周りに発破をかけて、

荒縄や消防ホースをかき集めて初期対

応にあたったこと、膨大な費用をねん

出するため、赤電話から天然記念物に

前代未聞の緊急災害復旧費を充てるよ

う交渉したことなどの裏話を紹介。根

系を回復させようと薄墨桜を使って実験して方法を探し、

「臥龍桜の生きようとする力に寄り添ってきた」などと話さ

れました。

対談では、「生命力」は水が大切で、臥龍桜や一之宮は水

に恵まれているという話を皮切りに多方面に話題が展開しま

した。色については、画家の創り出す無限の色も、桜が持つ

ピンクの色も、無理やりにひき出してはいけないこと、また、

画家はデッサンを重ねては創作し、科学者は仮説を重ねては

想像の力で新しいものを創り出すなどと、共通点について話

されました。

両先生は、質問に

答え、千百年ともい

われる臥龍桜の樹齢

について、悠久の歴

史と水に恵まれたこ

の地だからこそ生き

続けてきたことを改

めて話されました。

３ ２

ふ

る

さ

と

雪
に
ま
つ
わ
る

昔
の
言
い
伝
え

今
冬
の
重
い
雪
は
、
倒
木
や
停
電
を
引
き
起

こ
し
昭
和
56
年
の
大
雪
に
匹
敵
す
る
雪
の
災
害

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
雪
に
ま
つ
わ
る
昔
の
言
葉
を
お
年

寄
り
の
人
か
ら
聞
い
た
の
で
紹
介
を
し
ま
す
。

気
象
衛
星
は
も
ち
ろ
ん
、
ラ
ジ
オ
も
テ
レ
ビ
も

な
い
時
代
に
天
候
の
予
測
は
難
し
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

一
、
雪
お
こ
し

西
の
方
か
ら
ド
ン
、
ド
ン
と
音
が
す
る
と
大

雪
に
な
る
。
日
本
海
側
で
は
寒
気
が
流
れ
込
ん

で
雷
が
鳴
り
、
雪
を
起
こ
す
。
激
し
く
降
る
前

兆
と
言
わ
れ
ま
す
。
夏
で
な
く
冬
に
雷
が
鳴
る

と
い
う
の
は
余
り
聞
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
は
飛
騨
地
方
で
も
冬
に
雷
注
意
報
が
出
る

こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

一
、
熊
を
獲
る
と
七
日
雪
荒
れ

昨
年
は
、
熊
が
人
家
に
ま
で
よ
く
で
て
き
ま

し
た
が
、
熊
が
出
没
す
る
と
き
は
天
候
も
荒
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
熊
を
獲
る
と
、

そ
の
熊
の
恨
み
で
天
候
が
荒
れ
る
と
い
う
迷
信

の
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
今
季
は
的
中
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

一
、
シ
ラ
ミ

吹
雪
に
よ
っ
て
一
面
真
っ
白
に
な
り
、
道
や

方
向
が
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
。
最
近
「
ホ
ワ

イ
ト
ア
ウ
ト
」
と
い
っ
て
た
ま
に
耳
に
し
ま
す
。

昨
年
、
北
海
道
で
家
の
近
く
で
遭
難
し
て
亡
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
そ
れ
ほ

ど
風
が
吹
か
な
い
の
で
視
界
が
な
く
な
る
こ
と

は
少
な
い
で
す
が
、
車
に
乗
っ
て
い
る
と
そ
れ

に
近
い
体
験
は
あ
り
ま
す
ね
。

一
、
吹
き
た
ま
り

吹
雪
に
よ
っ
て
深
い
雪
山
が
で
き
る
こ
と
。

た
ま
り
と
は
も
り
あ
が
る
こ
と
。
こ
れ
は
今
で

も
よ
く
使
い
ま
す
。

一
、
嫁
の
水
汲
み

一
日
中
雪
降
り
で
も
、
夕
方
一
時
的
に
、
嫁

が
水
汲
み
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
雪
の

止
む
と
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

一
、
ハ
ダ
カ
の
洗
濯

大
雪
の
翌
日
、
冬
晴
れ
の
良
い
天
気
と
な
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
天
候
に
な
る
の
か
、

穏
や
か
な
日
々
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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世帯数 ８１８戸

年齢 男性 女性 合計

０～

14歳
199 163 362

15～

64歳
727 743 1,470

65歳

以上
322 456 778

合計 1,248 1,362 2,610

一之宮町の人口情勢

1月1日現在・単位：人

■水道水源保全条例に係

る水源地域（案）の市民説

明会開催
市では、高山市水道水源保

全条例を制定し、水源のため

特に保全対策が必要であると認める区域を水源地域（案）と指定す

るための説明会を、一之宮地域では次の通り開催します。

＊日 時 2月9日（月）午後7時～

＊場 所 一之宮支所

■花いっぱい運動及び花の種・苗の申込み受付
平成27年度から花いっぱい運動（花苗の注文、花壇審査等）は、

全市的に統一され市民憲章推進協議会で行なわれます。

花苗の注文の案内を、各班長及び子供会宛に送付しています。

希望班・子供会は２月１６日（月）までに一之宮支所

へ申し込みください。なお、肥料の配布はありません。

■確定申告相談について
＊日 時 ２月２０日（金）・２３（月）・２４（火）・２５（水）の４日間

＊時 間 午前８時３０分～午後５時１５分

＊場 所 一之宮支所

＊注意事項 「土地建物・株式の譲渡」「住宅借入金等特別控除」

の申告、青色申告相談は高山税務署開設の相談会場でお願いし

ます。高山税務署開設の相談会場は高山市民文化会館です。

■
今
月
の
特
集

「
お
部
屋
で
楽
し
く
遊
ぼ
う
」

家
で
過
ご
す

こ
と
が
多
く
な

る
こ
の
季
節
。

折
り
紙
・
手

作
り
お
も
ち
ゃ
・

ト
ラ
ン
プ
遊
び
・

手
芸
・
お
菓
子

作
り
・
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
「
お
部

屋
」
で
楽
し
く
遊
ぶ
ヒ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

■
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ
る
休

館
の
お
知
ら
せ

「
煥
章
館
」
及
び
各
分
館
は
休
館
い

た
し
ま
す
。

※
休
館
期
間
：
平
成
27
年
２
月
17
日

(

火)

〜
３
月
２
日(

月)

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、

休
館
期
間
中
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
全
て
休
止
い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
蔵
書
検
索
、

予
約
、
延
長
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

長
期
休
館
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
は
な
し
会
の
ご
案
内

２
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
・
手
遊
び
。

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

つ
ぶ
や
き

最
近
見
た
雑
誌
で
「
や
さ
し
さ
」
の
特
集
を
し
て
い
ま

し
た
。
な
ん
だ
か
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
が
、
動
物
と
人
間
の
違
い
に
つ
い
て
触
れ
て

い
た
と
こ
ろ
。
動
物
に
も
優
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
も
自
分
の
血
縁
に
対
し
て
の
優
し
さ
で
あ
る
と
。

そ
れ
に
対
し
て
、
人
間
は
利
害
関
係
抜
き
で
や
さ
し
さ

を
発
揮
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
ご
く

身
近
に
あ
り
ま
す
ね
、
と
び
き
り
の
や
さ
し
さ
が
。
毎

朝
登
校
す
る
小
中
学
生
を
見
守
り
、
声
を
か
け
て
下
さ

る
地
域
の
方
々
の
や
さ
し
さ
で
す
。
寒
い
冬
で
も
、
変

わ
ら
ぬ
笑
顔
で
子
ど
も
達
に
接
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
タ
メ
ラ
ッ
テ
ナ
ァ
。
（
ぎ
が
と
ん
）

山
下
上

山
腰

進

５６豪雪時の宮村役場（「宮村のあゆみ」より）

編集後記： 新年となり、皆さんも新たな夢や希望をもって一年を過ごそ
うと思ってみえることと思います。私も寒さに耐え、春を待つ気持ちで日々

がんばりたいと思っています。が、気持ちだけで体がついていかないもど

かしさを感じております。今年も「まち協」へのご協力をお願いします。

まち協の活動紹介！！

◆災害時の停電に備えを！

先月の大雪で停電対策の重要性に身をもって気づかれた人

も多いでしょう。

ラジオ、懐中電灯などは緊急時に必要なものですので必ず

備えておくことが大切です。最近は携帯電話

もその一つと言えます。また、そうしたものも

電源がなければ使えませんので、充電器も含

め必ず電池も予備を含めて常備ください。

冬期には暖房器具として、反射式の灯油ス

トーブや湯たんぽなど、電気に頼らない資材も重要です。

◇全国・東海北陸中学生スキー大会出場者◇（ ）は学年

スキーの全国及び東海北陸大会に出場する宮中生徒は次

のみなさんです。ご健闘を祈念します。（敬称略）

○全国大会（2月5日～8日 青森県大鰐温泉スキー場）

アルペン

西田隆誠（3）、黒木健斗（2）、渡瀬詩織（2）

クロスカントリー

幅上翔太（2）

○東海北陸大会

クロスカントリー（１月25日～27日 富山県たいらクロスカン

トリーコース）

幅上翔太（2）、谷口晴基（2）、清水宝（1）、役田陽（1）

アルペン（2月11日～13日 福井県九頭竜スキー場）

西田隆誠（3）、黒木健斗（2）、黒木鉄太（2）、渡瀬詩織（2）

野中大資（１）、黒木玲名（１）、大憧万弥（１）

「２度目のデッサン時に役場に来てと・・・」

「生きようとする命に寄り添う」信念で・・・

「水」や「色」、「芸術」など話が弾む

伊 藤

先 生

林

先 生

対談

伊藤先生

林先生

対談する伊藤先生と林先生



「
新
成
人
を
祝
う
つ
ど
い
」
が
１
月

２
日
に
一
之
宮
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
26
人

の
う
ち
22
人
が
出
席
し
て
参
加
者
か
ら

祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

つ
ど
い
は
一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
一
之
宮
支
所
、
新
成
人
と
そ
の

親
な
ど
20
人
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

が
企
画
。
会
場
に
は
小
中
学
校
時
代
の

恩
師
や
関
係
者
な
ど
来
賓
の
ほ
か
、
新

成
人
の
家
族
約
40
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
会
場
か
ら
の
拍
手
で
迎
え

ら
れ
る
新
成
人
の
入
場
で
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
田
邊
重
敏
実
行

委
員
長
が
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
を
し
、

続
い
て
記
念
品
が
新
成
人
代
表
の
日
比

野
友
彦
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

22
人
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
し
て
、

周
り
へ
の
感
謝
や
将
来
の
夢
、
責
任
な

ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
続
い
て
山

平
裕
介
さ
ん
と
林
愛
子
さ
ん
が
代
表
し

て
「
は
た
ち
の
抱
負
」
を
発
表
し
、
山

平
さ
ん
は
「
地
元
に
帰
っ
て
美
容
院
を

開
き
た
い
」
、
林
さ
ん
は
「
大
好
き
な

故
郷
で
看
護
師
と
し
て
役
に
立
ち
た
い
」

な
ど
と
希
望
を
語
り
ま
し
た
。

市
が
募
集
し
た
「
は
た
ち
の
思
い
一

行
詩
」
で
は
、
佳
作
に
選
ば
れ
た
中
西

美
咲
さ
ん
の
作
品
「
憧
れ
て
い
た
看
護

師
さ
ん
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
た
夢
の
実
現
、

何
度
諦
め
か
け
た
だ
ろ
う
、
乗
り
越
え

る
た
び
に
強
ま
る
私
の
想
い
」
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
新
田
善
勝

一
之
宮
連
合
町
内
会
副
会
長
や
國
島
芳

明
市
長
か
ら
祝
辞
や
激
励
の
こ
と
ば
が
、

ま
た
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
の
藤
本
真

吾
先
生
か
ら
は
高
校
受
験
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
紹
介
さ
れ
、
「
い
つ
も
変
わ
ら
な

い
仲
間
を
大
切
に
、
自
分
の
描
く
大
人

像
を
目
指
し
た
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
小
池
皓
己
さ
ん

が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
後
、
新
成

人
の
門
出
を
祝
っ
て
、
小
学
校
時
代
の

恩
師
の
瓜
田
恵
美
先
生
の
発
声
で
会
場

全
員
で
乾
杯
を
し
ま
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
で
は
、
新
成
人
の
深
澤

友
美
さ
ん
と
牧
田
紗
季
さ
ん
が
編
集
し

た
保
育
園
時
代
か
ら
の
「
思
い
出
の
ア

ル
バ
ム
」
が
映
さ
れ
、
会
場
は
新
成
人

た
ち
が
成
長
し
て
き
た
足
跡
を
懐
か
し

く
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
成
人
が
「WINDING

R

OAD

」
を
合
唱
し
、
続
い
て
会
場
全
員

で
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
っ
て
閉
会
し
ま

し
た
。

26
人
の
新
成
人
の
み
な
さ
ん
が
今
後

大
人
と
し
て
、
自
分
の
目
指
す
「
自
己

実
現
」
に
向
け
て
活
躍
す
る
こ
と
を
祈

念
し
ま
す
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

石
垣
遥
、
伊
藤
周
作
、
岩
野
絢
斗
、
牛

丸
祐
貴
、
大
坪
裕
季
、
尾
上
愛
、
金
岡

里
歩
、
黒
木
亜
由
美
、
小
池
皓
己
、
関

杉
圭
悟
、
谷
口
翔
太
、
中
岩
沙
樹
、
中

西
美
咲
、
野
中
美
来
、
野
畑
顯
乃
、
林

愛
子
、
日
比
野
友
彦
、
深
澤
友
美
、
藤

枝
智
紀
、
牧
田
沙
季
、
三
木
愛
可
、
三

木
峻
介
、MENG

LIANG

、
山
際
隆
平
、

山
腰
達
也
、
山
平
裕
介

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会

広報委員会

第９号

平成27年2月1日

高山市一之宮町3087

電話 53-2424

平成２７年２月１日（日）第９号

１ ４

１月１１日、今年の家族の無病息災を願い、どんど焼きが水

無神社で行われました。３００人ほどの人が集まり、丁重な神

事の後、火が放たれました。

朝、子ども会が中心となって正月のお札や松飾,しめ縄などの

飾り物を各地区の家を回り、集めて持ってきてくれました。た

くさん集まり、火の勢いも強くなっていました。雪交じりの寒

い中でしたが、あまざけ（酒ではないのですが）がふるまわれ、

おいしそうに飲んでいました。

左義長とも呼ばれ全国的に行われている行事ですが、私が子

どもの頃は、こんなに大規模ではなかったような気がします。

子ども会が積極的に取り組んでくれるおかげと思います。

この行事は、火にあたると病気をしないとか、書初めを燃や

すと習字が上手になるとか言われています。

昔は小正月に行われ、正月気分を現実にもどす意味もあると

のことです。

最近は、飾り物にプラスチックや針金など多く使われ、取り

除いて燃やすようになっており、時代の流れを感じます。

（広報委員：山腰進 写真も）

終了後、恩師らとともに記念写真を撮る新成人のみなさん

どんど焼き

神事の後、点火されて燃え上がるお札や飾り物類

高
山
市
消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
５

日
に
市
内
各
地
で
行
わ
れ
、
一
之
宮
町

で
は
宮
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
出
初
式
に
は
本
部
と
１
、

２
、
３
分
団
及
び
ラ
ッ
パ
隊
、
そ
れ
に

宮
中
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
宮
中
２

年
生
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
朝
は
例
年
に
な
く
暖
か
い

日
と
な
り
、
す
っ
き
り
と
晴
れ
わ
た
っ

た
中
、
黒
木
甚
右
エ
門
副
支
団
長
の
号

令
の
も
と
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
式

が
行
わ
れ
、
三
宅
良
一
支
団
長
の
あ
い

さ
つ
や
閲
団
、
点
検
等
の
後
、
恒
例
の

う
ず
巻
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
岐
阜
県
知
事
表
彰
・
永

年
勤
続
功
労
章
の
溝
端
雄
一
、
清
水
康

晴
、
小
坂
正
明
、
小
坂
修
一
の
各
氏

（
以
上
25
年
以
上
）
の
ほ
か
64
人
（
重

複
含
む
）
に
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

一
之
宮
町
の
子
ど
も
達
と
富
山
市
の

岩
瀬
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会
が
１
月

24
と
25
日
に
わ
た
り
モ
ン
デ
ウ
ス
飛
騨

位
山
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
を
会
場
に
開
か
れ

ま
し
た
。
毎
年
交
互
に
訪
問
し
て
交
流

会
を
開
催
し
、
今
年
で
20
回
目
。

岩
瀬
か
ら
は
４
年
か
ら
６
年
生
ま
で

の
18
人
と
引
率
者
が
参
加
。
一
之
宮
は

４
〜
６
年
生
の
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
対
面
式
に
続
い
て
５
班
に
分
か

れ
て
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
か
れ
、
夜

は
宿
舎
と
な
っ
た
「
臥
龍
の
郷
」
で
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、
一
之
宮

の
子
ど
も
達
も
一
緒
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

翌
日
は
４
班
に
分
か
れ
て
源
流
の
森

ク
ル
ー
ズ
や
そ
り
遊
び
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

体
験
な
ど
を
行
い
、
「
海
の
子
」
で
あ

る
岩
瀬
の
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、

一
之
宮
の
子
ど
も
た
ち
も
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

宮
保
育
園
で
１
月
27
日
に
龍
華
保
育

園
、
こ
ま
く
さ
保
育
園
の
３
園
の
年
長

児
が
出
場
し
た
す
も
う
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
試
合
は
、
園
児
が
ズ
ボ
ン
の

上
に
ま
わ
し
を
着
け
て
、
男
女
別
に
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
○
○
山
」
な
ど
、
四
股
名
（
し
こ

な
）
で
呼
ば
れ
た
園
児
は
マ
ッ
ト
の
土

俵
の
上
で
向
き
合
い
、
「
は
っ
け
よ
い

の
こ
っ
た
」
の
行
司
の
合
図
で
取
っ
組

み
合
っ
て
試
合
開
始
。
土
俵
の
周
り
に

陣
取
っ
た
応
援
の
園
児
や
訪
れ
た
家
族

か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

モ
ン
デ
ウ
ス
飛
騨
位
山
ス
ノ
ー
パ
ー

ク
で
１
月
18
日
、
モ
ン
デ
ウ
ス
・
ス
ペ

シ
ャ
ル
ホ
リ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
町
内

の
ほ
か
市
内
な
ど
か
ら
の
多
く
の
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

当
日
の
１
日
リ
フ
ト
券
購
入
者
先
着

８
０
０
名
に
市
内
ホ
テ
ル
の
無
料
宿
泊

券
、
食
事
券
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
が

あ
っ
た
ほ
か
豚
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
も

行
わ
れ
、
参
加
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
快
晴
の
ス
キ
ー
日
和
と

な
り
用
意
さ
れ
た
６
０
０
食
の
豚
汁
は

早
々
と
な
く
な
り
ま
し
た
。

晴
天
の
中
出
初
式
開
催

岩
瀬
の
子
ど
も
と
交
流

宮
保
育
園
で
す
も
う
大
会

位
山
で
ス
ペ
シ
ャ
ル
ホ
リ
デ
ー

自己紹介で現況や希望を語りました

懐かしい「思い出のアルバム」

うず巻を披露する消防団員

スキースクールで話を聞く子ども達

行司の合図で取組み開始豚汁サービスに並ぶ来場者


